
　

今
年
で
31
回
目
と
な
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
は
、
幼
少
期
か
ら
消
防
へ
の
親
し
み
と

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
育
み
、
市
内

全
域
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
の
小
学
校
６
年
生

５
９
６
名
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
、
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
※
敬
称
略

▪
最
優
秀
【
田
原
市
防
火
協
会
長
賞
】

▪
優
秀【
田
原
市
長
賞
】渡
會
チ
ナ
リ（
田

原
中
部
小
）【
田
原
市
議
会
議
長
賞
】
青

山
貴
哉
（
和
地
小
）【
田
原
市
教
育
長
賞
】

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
ＯZ

の
ま
ま

消太

救子

冬
号

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

荒
木
天
（
和
地
小
）【
田
原
市
消
防
団
長

賞
】
桑
名
亜
実
（
亀
山
小
）【
田
原
市
危

険
物
安
全
協
会
長
賞
】
森
下
姫
羅
（
中
山

小
）【
田
原
市
消
防
長
賞
】
加
藤
愛
子
（
衣

笠
小
）　　
　

　

ま
た
、
最
優
秀
作
品
は
、
愛
知
県
の
平

成
25
年
度
防
火
作
品
展
で
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部
長
賞
（
準
特
選
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
川
口
夏
生
く
ん
は
、

11
月
２
日
（
土
）、
名
古
屋
市
中
区
役
所

ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
田

原
市
防
火
協
会
／
田
原
市
危
険
物
安
全
協

会
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
市
内
に
貼

り
だ
さ
れ
ま
す
。

月
９
日
の
救
急
の
日
」
を
含
む
一
週
間
を

い
い
ま
す
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
多
く

の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
消
防
職
員
の
行
う

救
命
の
連
鎖
を
テ
ー
マ
と
し
た
寸
劇
を
観

た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
触
れ
救
命
手
当
を
体
験

し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
盛
況
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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救
急
医
療
週
間
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
」
を
、
今
年
は
９

月
８
日
（
日
）
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

で
開
催
し
ま
し
た
。救
急
医
療
週
間
と
は
、

広
く
市
民

の
皆
さ
ん

に
応
急
手

当
の
重
要

性
を
理
解

し
て
い
た

だ
く
こ
と

を
目
的
と

し
た
「
９

　

き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
を
開
催

今回の救助資器材は「三連はしご」を紹
介します。

◉三連はしご

三連はしごは、二段階
に伸びるはしごで、用
途に合わせて高さを調
節できます。長さは最長で８．７ｍまで伸びま
す。救助現場で隊員が高い所へ進入する際や、
二階などで助けを待つ人を救出する際に活躍
します。例えば、三連はしごとロープを利用
し、要救助者を吊り下げて降下させる「応急
はしご救助」があります。
その他にも、三連はしご
を活用した様々な救助
方法があるため、日々
訓練に励んでいます。

▲ＡＥＤの使い方を習う参加者

▲制服を着て記念撮影
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